
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HVS-49DVE 
HVS-490シリーズ 2.5D DVE増設基板 

HVS-490 Series 2.5D DVE Expansion Card 

 

1st Edition 
 

 

インストレーション 

ガイド 



 

2 

開梱および確認 

このたびは、HVS-49DVE 2.5D DVE増設基板をお買い上げ頂きまして、誠にありがとうございます。構成表を参照し、

品物に間違いがないかどうかご確認ください。万一、品物に損傷があった場合は、直ちに運送業者にご連絡ください。

品物に不足や間違いがあった場合は、販売代理店までご連絡ください。 

 

 構成表 

品名 数量 備考 

HVS-49DVE 1 HVS-490用 2.5D DVE増設基板 

シールド板 1  

バインドネジ 5  

W セムスネジ 4  

熱伝導シート 2 36 mm x 36 mm 

インストレーションガイド 1 （本書） 
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1. はじめに 

HVS-49DVEは、HVS-490専用の 2.5D DVE増設基板です。HVS-490には 16チャネルの DVEモジュールが搭

載されています。(使用できるチャネル数はシステムモードによって異なります。)  

HVS-49DVEオプションを実装すると、システムモードが 1080/59.94p, 50pのときも 2.5D DVEが 16チャネル使用

可能になります。また、4Kモード時は 2.5D DVEが使用できるチャネル数が増加します。(下表参照) 

 

システムモード 
HVS-49DVEオプション  

なし (標準構成) あり 

1080i, 1080PsF, 720p, 1080p/29.97, 25, 24, 
23.98 (1.5G-SDI) 

16チャネル 
16チャネル 

(標準構成と同じ) 

1080p/59.94, 50 (3G-SDI) 8チャネル※ 16チャネル 

※ M/E1 PGM, M/E1 PST, FLX1, FLX2 から 2チャネル 

M/E2 PGM, M/E2 PST, FLX3, FLX4 から 2チャネル 

M/E1 KEY1～M/E1 KEY4から 2チャネル 

M/E2 KEY1～M/E2 KEY4から 2チャネル 

 

 4K モード時 (HVS-49EXP4K と HVS-49IOが必要) 

システムモード 
HVS-49DVEオプション  

なし (標準構成) あり 

1080p/29.97, 25, 24, 23.98 (2SI) 4チャネル 5チャネル 

1080p/59.94, 50 (2SI) 2チャネル 4チャネル 

 

 

 

 

 

注意 

この作業は HVS-490のメイン基板を外して行う作業であるため、必ず専門の知識・技
術を持った方が行ってください。また作業を開始する前に、機器の電源スイッチをすべて
必ず OFFにし、すべての電源コードを抜いてください。 

 

 

2. HVS-49DVEの新規インストール 

(1) HVS-490の電源を OFFにし、電源ケーブルを外します。 

(2) HVS-490の前面パネル両側にあるネジを完全に緩め、前面パネルを外します。 

 

POWER 1 POWER 2

ALARMPOWER 2ALARMPOWER 1

HVS-490
DIGITAL VIDEO SWITCHER
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(3) 両側のイジェクトレバーを開き、HVS-490からメイン基板を引き抜きます。 

 

 

(4) 熱伝導シート (2枚) を梱包箱から取り出し、熱伝導シートの透明なフィルムを剥がします。 

熱伝導シートは、青色のフィルムがついた面と透明なフィルムがついた面があります。 

 

    

 

(5) シールド板を梱包箱から取り出し、下図の位置に熱伝導シートを 2 枚貼り付けます。四隅の穴に合わせて貼り

付けます。 

(6) 貼り付けた後、熱伝導シートの青色のフィルムを剥がします。 

 

 

 

 
熱伝導 
シート 

 
熱伝導 
シート 

青色のフィルム面 透明のフィルム面 
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(7) メイン基板にシールド板を乗せ、付属のバインドネジ (5個)でシールド板を固定します。 

 

 

 

(8) シールド板に HVS-49DVE 基板を下図の通りに取り付けます。メイン基板のコネクタと HVS-49DVE のコネクタ

を嵌合させます。 
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(9) 付属のW セムスネジ (4個)で HVS-49DVE基板を固定します。 

 
 

(10) HVS-490にメイン基板を挿入します。両側のイジェクトレバーを開いた状態で奥に差し込みます。 

イジェクトレバーが水平になるまで押し倒します。 

 

(11) HVS-490の前面パネルを取り付け、パネルの両側にある 2つのネジを締めます。 

(12) HVS-49DVEが正しく認識されていることを確認します。ACケーブルを接続して電源スイッチを ONにします。 

(13) コントロールパネルのメニュー画面で、[STATUS > VERSION] メニュー PAGE2を開きます。 

(14) DVE1、DVE2のバージョンが表示されていることを確認します。(下図参照) 

もしバージョンが 1つでも表示されていないときは、販売代理店にご連絡ください。 
 

 
 

以上で作業は完了です。 
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